
開聞岳（鹿児島県） 2013.1
あなたは知っているだろうか。心霊スポットとして名
高い開聞トンネルを…。もちろん私は興味本位でそ
んな所に一人で行くような人間ではない。が、開聞
岳にも何かいわくがあるのでは…と濡れ衣な不安を
持っていた。しかし私は開聞岳が好きである。写真
で見て一目惚れし、海のそばであることも気に入って、
『絶対晴れの日に登る！』と胸に誓って飛行機の切符
を予約した。しかし、当日は生憎のお天気。１度は諦
めて桜島観光で終らせた。２度目のチャンスがやっ
てきた。またしても、イマイチな天気。結局、登ってし
まった。楽しかった。しかし仙人洞のそばの大岩でよ
ろけて右手親指を捻挫。やっぱり何かあるのでは…
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見えるだけマシなのか…絶景のはずなのに…（※夕方ではありませぬ）

フェリーから見た開聞岳 山頂から池田湖を望む。左の犬ちゃんは私のツレではない

仙人洞。ここに籠って修行しよう

定期的に標識が登山道の様子天皇陛下も皇太子時代に登頂されてます登山口

山頂にある神社唯一の難所？のハシゴ



そういえば、トレッキング・ポールを忘れていた。以下、ストックと言う。話せば長い話なので、２回に分けて紹介。
★私が山登りを本格的に始めた頃はダブルストックが流行り出した頃で、登山道への影響から賛否両論が渦巻いて
いた。キャップの紛失も問題だった。私もまだ30代後半だったので、「ストックを使うのはプライドが許さない」「ストッ
クは足腰の弱くなった高齢者が使うもの」という認識でいた。しかし、初めての北アルプスに挑戦する時、そんなポリ
シーをアッサリ捨ててしまった(＾＾;)いや、もう、約40歳だったし…（汗）
★私のかつての山友Yさんは、「スティック」と言っていた。別にいいンだけど、何か、ちょっとだけ、イラッとした。
★初めて買ったストックは知識がないので適当に、川崎のゼビオで安売りしていた派手な柄の3,980円ぐらいのや
つ。ほめて伸ばす…いえ、まわして伸縮させるタイプだが、小遠見山に登った時にウッカリ斜めにガッツリ締まってし
まい、ゆるめられなくなってしまった。帰りのバス停で誰か男の人に頼んでみようか…と思っていたが誰も来ず、一

人で一生懸命まわそうとふんばってたら、客が来なくてヒマそうにしていたタクシー乗り場の運ちゃんが、「どれ貸してみな」と笑いながら来てく
れた。60ぐらいのおっちゃんだった。しかし予想以上にキツく、おっちゃんでもまわすことが出来ず、後ろのタクシーの仲間を呼んだが、彼も無
理。さらに後ろの人を、「アイツなら若いからイケるかも（40ぐらいの方）」と言って呼ぶも、結局誰も成し遂げることが出来ず、「家に帰ってお湯
で温めてみるといいよ」と言ってお兄さん達（笑）は自分の車に帰ってゆきました。でも、嬉しかったです、ありがとうございました。なおその時の
ストックは、未だに私の家で、長いまま佇んでいる。（続く）

新連載
第14回

このコーナーは、今まで山道具のために使った金額を振り返り合計してみようというどうでもいい企画です。

ここまでの合計➡先月迄の合計525,560円+初ストック3,980円＝529,540円

大熊興業

妄想登山
今
月
の 実現率：100％

寝坊しても登れる。昼からでも登れる山
もし時間が余ったなら、２座登ったっていいじゃない♪(＾ー＾)♪

日帰り登山、それも１～２時間で登れてしまうような山は交
通費ばかりかかって不経済なのだが、寝坊出来るのがメ
リットである。山頂でゆっくりランチするのも良い。と言い
ながらもなかなか重い腰を上げられないのだが、今度こそ
（←いつ？〕登ろうと思う。私の家から一番近いのはやはり
丹沢だ。丹沢で気になるのは、「檜洞丸」のように「丸」のつ
く山。以前から目をつけているのは入道丸だが、バスが台
風の影響で運休しているため断念。なので名前の素敵な
春ノ木丸と、以前高取山に登った時に気になっていた聖峰
も眺めが良さそう。移動を頑張れば一日に２座登れるかも？ 出典：ヤマプラ出典：ヤマプラ
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西穂山荘で令和初の新年
子が亥に勝利、つつがなく子年が幕開け

西穂山荘の朝食のおせち♪かずのこたっぷり
お雑煮はおすまし風（記録ID: 2162898）
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友
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実
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き
る
か
な
？
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